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北
部
地
域
協
議
会
は
、
11
月
24

日
、
唐
津
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に

お
い
て
第
七
回
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

総
会
に
は
民
進
党
総
支
部
連
合

会 

大
串
博
志
代
表
を
は
じ
め
、
多

く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
頂

き
、
代
議
員
、
傍
聴
者
、
役
員
含

め
て
83
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。 

石
橋
副
議
長
の
開
会
挨
拶
後
、

総
会
成
立
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
の
ち
、
渡
部
議
長
の
挨
拶
の

中
で
一
年
間
を
振
り
返
り
北
部
地

協
と
し
て
色
々
な
活
動
内
容
の
報

告
が
な
さ
れ
、
皆
さ
ん
と
一
体
に

な
り
活
動
で
き
た
事
へ
の
感
謝
と

今
後
「
安
心
社
会
」
へ
向
け
て
よ

り
一
層
の
協
力
を
願
う
と
の
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

来
賓
挨
拶
で
は
、
連
合
佐
賀
の

向
井
事
務
局
長
よ
り
北
部
地
協
の

活
動
に
対
し
て
御
礼
を
述
べ
ら
れ

た
あ
と
、
二
点
の
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
一
点
目
は
２
０
１
７
春

闘
に
関
す
る
内
容
で
基
本
的
に
は

連
合
本
部
の
方
針
を
今
年
度
も
継

続
し
て
い
く
と
の
こ
と
、
二
点
目

は
衆
議
院
選
挙
に
つ
い
て
年
内
の

解
散
は
難
し
い
と
判
断
し
て
い
る

が
、
年
明
け
の
可
能
性
も
あ
り
予 

 

「ス
ト
ッ
プ
・ザ
・格
差
社
会
！
す
べ
て
の
働
く
者
を

連
合
の
輪
へ
『安
心
社
会
』を
切
り
拓
こ
う
！
」 

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
力
強
く
活
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
を
宣
言
。 

 

代表挨拶をおこなう渡部議長 

断
を
許
さ
な
い
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
各
議
案
の
審
議
に
入
り

す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
承

認
を
受
け
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
後
に

渡
部
議
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で

成
功
裡
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。 
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労福協事業を代表して九州労金佐賀県
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１
．
２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み 

２
．
地
域
に
根
ざ
し
た
顔
の
見
え
る
地
協
運
動
の
構
築 

３
．
組
織
の
拡
大
・
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み 

４
．
政
策
制
度
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み 

５
．
国
民
運
動
の
取
り
組
み 

６
．
労
福
協
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
、
退
職
者
連
合
と
の
連

携
強
化 

 

 

１１
月
１９
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
定
期
総
会
を
も
ち
ま
し
て
退

任
し
ま
し
た
役
員
を
代
表
し
て

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
構

成
組
織
の
み
な
さ
ま
に
お
礼
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
年
間
と
い
う
短
い
間
で
し

た
が
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

有
田
、
伊
万
里
、
唐
津
、
玄

海
で
働
く
仲
間
と
そ
の
家
族
の

安
全
・
安
心
の
た
め
必
要
な
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
至

ら
な
か
っ
た
部
分
も
多
か
っ
た

と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。
連
合

佐
賀
北
部
地
協
の
活
動
の
内
部

に
参
加
す
る
の
は
は
じ
め
て
の

経
験
で
し
た
。
普
段
は
交
流
す

る
こ
と
が
な
い
各
地
域
の
産
別

単
組
の
方
々
と
色
々
な
行
事
を

企
画
し
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

私
に
と
っ
て
と
て
も
よ
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
そ
の

経
験
を
自
分
の
単
組
に
持
ち
帰

り
連
合
が
目
指
す
「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実

現
に
向
け
、
微
力
な
が
ら
お
手

伝
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

北
部
地
協
の
発
展
と
、
組
合

員
皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
お
礼
と
退
任

の
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

（
網
谷 

尊
史
） 

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た 

今
総
会
で
下
記
の
方
々
が
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
北
部
地
協
の
活
動

に
対
し
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

徳
永 

厚
夫 

（
副

議

長
） 

網
谷 

尊
史 

（
副

議

長
） 

丸
山 

英
樹 

（
副

議

長
） 

次
村 

泰
典 

（
事

務

局

長
） 

堤 
 

良
太 

（
幹

 

事
） 

多
田 

雅
行 

（
幹

事
） 

手
島 

博
文 

（
幹

事
） 

前
原 

圭
太 

（
幹 

 
 

事
） 

高
田 

末
次 

（
幹 

 
 

事
） 

松
尾 

昌
和 

（
幹 

 
 

事
） 

松
尾 

尚
志 

（
会

計

監

査
） 

森 
 

博
義 

（
会

計

監

査
） 

 

暮
れ
も
押
し
詰
ま
り
、
お
忙

し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
ま
た
日
頃
よ
り

連
合
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
年
１
月
よ
り
北
部

地
協
の
事
務
局
長
と
し
て
皆
様

と
共
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
先
の
第
７
回
定
期
総
会

に
お
い
て
退
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

一
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
各
組
合
の
皆
様
に
支
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
充
実
し
た
活

動
と
時
間
を
共
有
で
き
ま
し
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
参
議
院

選
挙
、
有
田
焼
創
業
４００
年
体
験

ツ
ア
ー
、
列
島
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
な

ど
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
大
雨
の

中
で
実
施
、
延
期
し
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

 

今
後
は
、
退
職
者
連
合
伊
万

里
西
松
浦
地
域
協
議
会
の
一
員

と
し
て
北
部
地
協
活
動
を
側
面

よ
り
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

連
合
佐
賀
北
部
地
域
協
議
会

が
さ
ら
に
発
展
さ
れ
ま
す
事
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
退
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
次
村 

泰
典
） 

                              

 

（
次
村 

泰
典
） 

 

 

２
０
１
７
年
度
の
主
な
課
題
の

年
間
活
動
計
画
は
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

一
月
：
日
出
生
台
集
会
、
県
労
福

協
旗
開
き
、
労
福
協
研
究
集
会 

二
月
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
チ
ラ
シ
配

布
、
税
の
相
談
、
自
治
体
要
請

行
動
、
税
務
署
要
求
書
提
出
（
唐

津
・
伊
万
里
）
、
２
０
１
７
春
闘

開
始
宣
言
県
集
会 

三
月
：
２
０
１
７
春
闘
中
央
総
決

起
集
会
、
地
区
春
闘
総
決
起
集

会
（
２
地
区
）
、
地
区
春
闘
連
絡

会
、
青
年
女
性
合
同
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン 

  

四
月
：
中
小
民
間
労
組
激
励
行
動
、

第
８８
回
メ
ー
デ
ー
（
３
地
区
） 

五
月
：
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
Ｈ

ｏ
ｋ
ｕ
ｂ
ｕ
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク 

六
月
：
労
福
協
地
区
委
員
会 

七
月
：
政
策
制
度
要
求
書
提
出

（
県
）
、
ナ
イ
ト
・
ト
ー
ク 

八
月
：
平
和
行
動
in
ナ
ガ
サ
キ
、 

 

要
求
書
の
自
治
体
提
出
、
有
田 

 

地
区
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

九
月
：
列
島
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
（
伊
万
里
・
唐
松
地
区
）
、

伊
万
里
地
区
Ｇ
・
Ｇ
大
会 

十
月
：
対
県
部
局
長
交
渉
（
県
） 

十
一
月
：
政
策
制
度
現
地
視
察
、

地
協
定
期
総
会
、
地
協
青
年
委

員
会
定
期
総
会 
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 杉
本 

優
介 

（
委

員
） 

 

北
部
地
協
青
年
委
員
会
は
、
11
月

25
日
19
時
00
分
よ
り
、
唐
津
市

民
会
館
に
お
い
て
第
6
回
定
期
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
『
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
格
差
社
会
！
す
べ
て
の

青
年
労
働
者
を
連
合
の
輪
へ
「
安

心
社
会
」
を
切
り
拓
こ
う
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
①
青
年
運
動
の
充

実
②
青
年
組
合
員
の
生
活
向
上
③

文
化
・
レ
ク
活
動
の
推
進
④
社
会

活
動
の
参
加
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た 

今
総
会
で
下
記
の
方
々
が
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

宮
﨑 

健
太 

（
副

委

員

長
） 

今
村 

翔
一 

（
副

委

員

長
） 

松
岡 

 

洋 

（
事

務

局

長
） 

徳
田 

 

誠 

（
委

員
） 

野
中 

和
也 

（
委

員
） 

椎
葉 

一
仁 

（
委

員
） 

前
田 

明
宏 

（
委

員
） 

鶴
田 

洋
一 

（
委

員
） 

相
良 
裕
樹 

（
委

員
） 

保
利 

 

涼 

（
委

員

長
） 

森
木 

淳
平 

（
副

委

員

長
） 

樋
口 

翔
太 

（
副

委

員

長
） 

中
島 

康
裕 

（
事

務

局

長
） 

小
林 

達
法 

（
委

員
） 

高
尾 

憲
吾 

（
委

員
） 

岩
村 

大
輔 

（
委

員
） 

久
冨 

憲
弥 

（
委

員
） 

小
濵 

遼
太 

（
委

員
） 

松
尾 

昌
和 

（
委

員
） 

木
下 

凌
輔 

（
委

員
） 

 

 

 
 

渡
部 

浩
治 
（
議

長
） 

石
橋 

正
教 
（
副

議

長
） 

河
上 

洋
恵 

（
副

議

長
） 

岩
永
留
美
子 

（
副

議

長
） 

中
山 

浩
二 

（
副

議

長
） 

桑
原 

大
輔 

（
副

議

長
） 

古
賀 

鐘
一 

（
事

務

局

長
） 

石
盛 

英
樹 

（
事
務
局
次
長
） 

石
井 

誠
司 

（
事
務
局
次
長
） 

斉
藤 

公
郎 

（
幹

 

事
） 

田
中 

純
也 

（
幹

事
） 

大
迫 

健
史 

（
幹

事
） 

吉
岡 

正
秀 

（
幹 

 
 

事
） 

岳 
 

順
一 

（
幹 

 
 

事
） 

川
畑 

博
嗣 

（
幹 

 
 

事
） 

川
原 

康
則 

（
幹 

 
 

事
） 

松
尾 

和
徳 

（
幹 

 
 

事
） 

一
ノ
瀬
俊
則 

（
幹 

 
 

事
） 

吉
永 

大
介 

（
幹 

 
 

事
） 

重 
 

嘉
毅 

（
幹 
 
 

事
） 

佐
々
木 

翼 

（
幹 

 
 

事
） 

田
中 

洋
海 

（
幹 

 
 

事
） 

青
木
美
佐
江 

（
幹 

 
 

事
） 

保
利 
 

涼 

（
幹 

 
 

事
） 

川
口 

雅
己 

（
会

計

監

査
） 

古
川 

美
貴 

（
会

計

監

査
） 

 

  

 

日
頃
か
ら
、
北
部
地
協
の
取
り
組

み
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

北
部
地
協
の
活
動
を
振
り
返
る

と
、
や
は
り
行
事
の
多
さ
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
執
行
部

と
し
て
は
大
変
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
北
部
地
協
の
活
動
が
地
域

に
し
っ
か
り
根
を
お
ろ
し
て
皆
様

方
の
お
役
に
立
て
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
「
有
田

焼
創
業
４００
年
体
験
ツ
ア
ー
」
を
８

月
に
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

執
行
部
の
ご
協
力
と
皆
様
の
お
か

げ
で
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

１１
月
１９
日
に
は
、
第
７
回
定
期
総

会
を
、
１１
月
２５
日
に
は
青
年
委
員

会
第
６
回
定
期
総
会
を
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
、
２
０
１
７
年
度

の
新
た
な
活
動
方
針
に
向
か
っ
て
、

新
執
行
体
制
の
下
で
の
ス
タ
ー
ト

を
き
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
地
域
に

根
ざ
し
た
取
り
組
み
を
更
に
展
開

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

皆
様
方
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

北
部
地
協
の
益
々
の
発
展
と
皆

様
方
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
私
か
ら

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
渡
部 

浩
治
） 

                              

 

（
渡
部 

浩
治
） 
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「
２０１６
政
策
委
員
会
現
地
視
察
」
を
北
九
州
市
で
実
施  

～
モ
ー
タ
ー
技
術
を
世
界
的
に
リ
ー
ド
す
る
安
川
電
気 

「
ロ
ボ
ッ
ト
村
」
を
視
察

～ 

   
 

2 

事務局 

年末年始休暇 

 

１２/２８～１/４ 

まで事務局を閉局致

します。 

 

 

 

連
合
佐
賀
は
１１
月
２１
日
「
２
０

１
６
政
策
委
員
会
現
地
視
察
」
を

実
施
さ
れ
、
政
策
委
員
お
よ
び
地

域
協
議
会
役
員
等
を
含
め
た
２
８ 

名
（
北
部
地
協
か
ら
重
幹
事
、
古

賀
事
務
局
長
）
が
参
加
し
て
、
安

川
電
機
創
立
１
０
０
周
年
事
業
の

一
環
と
し
て
整
備
さ
れ
た
北
九
州

八
幡
西
区
の
「
安
川
電
機
ロ
ボ
ッ

ト
村
」
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

連
合
は
２
０
１
７
年
の
最
重
要

政
策
の
一
つ
と
し
て
Ｉ
Ｏ
Ｔ
，
ビ

ッ
ク
デ
ー
タ
、
人
口
知
能
等
の
技

術
改
革
に
的
確
の
対
応
す
る
考
え

の
も
と
「
企
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
た
な
価
値
の

創
出
を
推
進
す
る
た
め
の
支
援
」

を
掲
げ
て
お
り
、
連
合
佐
賀
は
こ

の
方
針
を
踏
ま
え
、
モ
ー
タ
ー
技

術
の
最
先
端
と
し
て
世
界
を
リ
ー

ド
さ
れ
て
い
る
「
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ

Ｗ
Ａ
」
の
ロ
ボ
ッ
ト
村
を
視
察
し

た
も
の
で
す
。
視
察
に
あ
た
り
岡

林
館
長
よ
り
創
立
１
０
０
周
年
記

念
の
ＤＶＤ
を
交
え
た
企
業
紹
介
、
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
や
役
割
等
に
つ
い
て 

あ
と
が
き 

去
る
１１
月
１９
日
の
第
７
回 

定
期
総
会
に
お
い
て
、
前
任
の

次
村
事
務
局
長
の
後
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
古
賀
鐘
一
で
す
。 

こ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
職
場
と

は
、
仕
事
の
内
容
が
全
く
異
な

り
戸
惑
っ
て
い
ま
す
が
、
周
り

の
方
々
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
奮

闘
し
て
お
り
ま
す
。 

２
０
１
７
年
度
の
役
員
の
方
々

と
し
っ
か
り
話
し
合
い
な
が
ら

総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
格
差
社
会
！
す
べ
て

の
働
く
者
を
連
合
の
輪
へ
『
安

心
社
会
』
を
切
り
拓
こ
う
！
」

を
合
言
葉
に
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

（
古
賀
） 

当面の取り組み 

２０１７春闘出前ミーティング（唐松地区） 

日時：１２月１５日（木）１８：３０～ 

場所：唐津市「唐津市民会館」 

２０１７春闘出前ミーティング（伊西地区） 

日時：１２月２１日（水）１８：３０～ 

場所：伊万里市「立花公民館」 

人権セミナー（唐松地区） 

日時：１２月１５日（木）１９：３０～ 

場所：唐津市「唐津市民会館」 

人権セミナー（伊西地区） 

日時：１２月２１日（水）１９：３０～ 

場所：伊万里市「立花公民館」 

組織代表者・地協代表者合同会議 

日時：１月１７日（火）１９：００～ 

場所：佐賀市「労働会館」 

政策制度税金学習会 

日時：１月２４日（火）１４：００～ 

場所：佐賀市「労働会館」 

1.28日出生台集会 

日時：１月２８日（土）１３：００～ 

場所：大分県玖珠町「玖珠川河川敷」 

参加：連合佐賀より８０名 

    北部地協に２３名の要請 

 

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
安
川
電
機

は
、
１
９
７
７
年
、
日
本
で
初
め

て
全
電
気
式
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
“ 

モ
ー
マ
ン”

の
発
売
以
来
、
世
界
の

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
を
リ
ー
ド

し
て
き
ま
し
た
。 

近
年
は
、
三
品
市
場
（
食
品
・
衣

料
品
・
化
粧
品
）
や
バ
イ
オ
メ
デ

ィ
カ
ル
市
場
、
介
護
や
医
療
現
場

で
の
補
助
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
ロ
ボ

ッ
ト
の
適
応
領
域
の
更
な
る
拡
大

等
に
挑
戦
し
て
い
く
そ
う
で
す
。 

１２
月
２
日
１８
時
３０
分
よ
り

伊
万
里
市
民
図
書
館
に
お
い
て

「
伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
を

推
進
す
る
条
例
」
制
定
記
念
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

佐
賀
大
学
医
学
部
医
学
科
社

会
医
学
講
座
准
教
授
の
原
め
ぐ

み
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
す

す
め
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
例 

に
あ
げ
ら
れ
自
分
自
身
、
反
省

さ
せ
ら
れ
る
話
や
「
ウ
ン
ウ
ン
」

と
思
わ
ず
う
な
ず
い
て
し
ま
う

よ
う
な
話
で
聞
き
入
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

家
族
間
で
う
ま
く
家
事
の
分
担

を
さ
れ
て
お
り
、
し
っ
か
り
と

ご
自
分
の
時
間
も
大
切
に
し
た

生
活
を
お
く
っ
て
お
ら
れ
る
先

生
の
お
話
は
、
今
後
の
生
活
ス

タ
イ
ル
を
見
直
す
良
い
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。 

佐
賀
大
学
＆
伊
万
里
市 

 

『
地
域
連
携
講
座
』 

 


